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ジョイテックセンター第 1 工場、第 2 工場の統合に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、ジョイテックセンター第 1 工場(以下「JTC１」

という)を閉鎖し、ジョイテックセンター第 2工場（以下「JTC2」という）にその機能を移

管し統合することを決議いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

１．統合内容 

 当社は、これまで JTC2 において生産してきた車載用ニッケル水素電池部品の量産製造を、

客先仕様変更により平成 25 年 3 月末をもって終了いたします。これに伴い、この関連設備

の廃棄および一部増改築により、生産スペースが確保できることから、これまで二つの工

場に分散していた生産機能を集約し、一つの工場に統合するものです。 

（1）閉鎖する工場  

   名称：ジョイテックセンター第 1工場（JTC1) 

   住所：名古屋市守山区川宮町 407 

   面積：土地：2,320 ㎡ 

      建物：3,524 ㎡ 

   建設年月：昭和 60 年 7 月 

（2）統合する工場 

   名称：ジョイテックセンター第 2工場（JTC2） 

   住所：名古屋市守山区大字下志段味字北畑 102－7 

   （第 1工場の北東約 8キロに位置） 

   面積：土地：4,373 ㎡ 

      建物：5,433 ㎡ （現状） 

 



２．統合の目的 

  これまで二つの工場に分散していた生産機能を集約することによって、生産体制の合 

 理化・効率化を推進し、原価低減を図ることを目的としております。 

具体的には、以下の効果を見込んでおります。 

（1）生産設備の集約により、受注変動に柔軟に対応し、生産効率の向上を図る。    

（2）管理部門の統合により、一層の生産管理、品質管理の強化を図る。 

（3）生産設備の集約により、ユーティリティー経費の節減を図る。 

（4）労務費削減 

 

３．統合効果および統合費用 

 (1) 統合効果 

   月間約 10 百万円の経費削減 

 (2) 統合費用 

   JTC2 の増改築工事等  約 120 百万円 

 

４．統合予定時期 

  平成 25 年 8 月 

 

５．業績への影響 

  JTC1 の閉鎖に伴い固定資産廃棄損等が発生することになり、今後の業績予想に反映 

 する予定ですが、現状のところその影響は軽微であると予想しております。 

   

以 上 


